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１．はじめに 

平成 7 年（1995 年）1 月 17 日に発生した兵庫

県南部地震（阪神・淡路大震災）を契機に，活

断層に関する詳細な位置情報の整備及び公開の

必要性が高まってきた．国土地理院では，これ

に応えるため，地震が発生した場合に甚大な被

害が予想される都市域及びその周辺を対象に

「1:25,000 都市圏活断層図」を作成している． 

本図では「活断層」を最近数十万年間に約千

年から数万年の間隔で繰り返し活動してきた跡

が地形に表れているもので，今後も活動を繰り

返すと考えられる断層としている．このうち，

地形的な証拠から明確な活断層と考えられるも

のを赤線，活断層の存在が推定されるが現時点

では明確に特定できないもの黒線で図示してい

る．そして，風雨による侵食，堆積や人工的な

要因などにより改変されているため，活断層の

位置を明確に図示できない区間は破線とし，活

動の跡が土砂の下に埋もれてしまっている区間

は点線で図示している．また，活断層の位置の

ほか，活断層に関連する段丘地形・沖積低地・

地すべり地形などの第四紀後期（数十万年前か

ら現在）に形成された主な地形も図示している．

これにより活断層周辺の地盤状況や，活断層の

活動によって地すべりが再活動する可能性のあ

る地域など防災に役立つ情報を読みとることが

できる．本図１枚に図示されている範囲は，国

土地理院刊行の縮尺 2 万 5 千分 1 地形図 4 枚分

相当である． 

本調査は，各機関の活断層研究者で構成する

全国活断層帯情報整備検討委員会において，主

に空中写真（縮尺約 1 万分の 1～4 万分の 1）を

用いた地形判読により活断層を抽出し，併せて

既存の各種調査結果も参考にして，詳細な位置

を 1:25,000 地形図上にまとめたものである． 

現在までの整備状況は，平成 16 年度までに三

大都市圏，政令指定都市，県庁所在都市及びそ

の周辺を中心として 124 面（約 50,000km2）が

作成され，平成 17 年度以降は，地方主要都市域

周辺部（山間地域を含む）の主要な活断層につ

いて，新たに図示項目を追加し作成されてきた．

平成 25 年 11 月現在，計 163 面（約 65,000km2）

が整備されている．（下図参照） 

なお，活断層の模式図（逆断層，右横ずれ断

層など），詳しい整備範囲などは，国土地理院の

ホームページに掲載されている．  

  

都市圏活断層図整備範囲図（平成 25 年 11 月現在）． 

赤枠が図郭．ピンクで塗った枠が関東平野北西縁断層帯の

図葉．  
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２．口絵 

 
  

口絵 1 関東平野北西部の地勢と活断層 

基図は，数値地図 50ｍメッシュ（標高）を用いて作成．岡田篤正京都大学名誉教授による．断

層線は，都市圏活断層図「藤岡・本庄」「深谷」を参照．四角は調査図郭． 

3



 
  

口絵 2 関東平野北西縁断層帯とその周辺の傾斜図 

基図は．5m 及び 10m メッシュ（標高）データを用いて作成．国土地理院作成．な

お，推定活断層は青色で表示している． 
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図 1 根小屋測線での反射法探査断面と TE-5 火山

灰の確認標高 

測 線 は 図 8 に 示 す ． 反 射 法 探 査 断 面 は 杉 山 ほ か

（2000）．図は水野ほか（2006）より引用． 

図 2 里見測線での反射法探査断面 

測線は図 13 に示す．図は杉山ほか（2000）より引

用． 

３．従来の研究とその成果 

本図幅では，深谷断層と磯部断層の 2 本の活

断層が認められている．ここでは断層別にこれ

までの研究報告と得られた成果について概説す

る．  
 
３-１．深谷断層に関する従来の研究とその成果 

深谷断層は，関東平野の北西縁に沿う活断層

である（口絵 1）．最初に，この活断層を記載し

たのは，松田（1974）であり，その後，松田ほ

か（1975），貝塚ほか（1977），松田ほか（1977），
貝塚・松田（1982），Yamazaki（1984）などに

より，変位地形の詳細について検討が加えられ

てきた．松田ほか（1977）は，深谷駅近くの工

事現場の露頭から，ローム層や礫層を切る南傾

斜の断層面をもつ逆断層を観察している．活断

層研究会編（1980，1991）では，深谷断層は，

北は埼玉県岡部町から深谷市街地を通り，荒川

左岸までの長さ 10km，活動度 B 級，西側隆起

の活断層として認定している．  
深谷断層に関する地球物理学的な研究は

1980 年代から始まり，多田（1983），萩原ほか

（1987）は，重力異常データから深谷断層やそ

の周辺の断層の変位様式や断層延長部を検出す

る研究を行っている．その後，反射法地震探査

による深谷断層の調査も行われるようになった

（例えば，山口ほか，1997）．  
深谷市から熊谷市の周辺では，都市圏活断層

図「深谷」（澤ほか，1996a），「熊谷」（澤ほか，

1996b）の刊行により，2 万 5 千分 1 地形図上

に断層線が示された．一方，50 万分の 1 活構造

図「東京」（杉山ほか，1997）では，深谷断層

がいくつかのステップを伴いながら，深谷市～

熊谷市周辺だけでなく群馬県内の旧榛名町（現

高崎市）まで連続していることを図示している． 
1995 年兵庫県南部地震発生後，各地で実施

された全国主要活断層調査の一環で，埼玉県に

より深谷断層の活断層の変位地形や反射法探査

による地下構造に関する調査が実施され，その

成果は埼玉県（1999, 2000）で報告されてい

る．さらに，杉山ほか（2000）により，群馬県

内の高崎市山名町周辺（鏑川測線），高崎市根小

屋町周辺（根小屋測線），旧榛名町（現高崎市榛

名町）上里見～中里見（里見測線）の３カ所で，

反射法地震探査が行われ，根小屋測線と里見測

線は本図幅内である．根小屋測線（図１），里見

測線（図２）いずれも，北東～北へ向かって地

層が撓曲変形しており，南西～南傾斜の逆断層

の存在が推定されている．  
高崎市根小屋および，深谷市普済寺の 2 地点

において，深谷断層の過去の活動時期や地下構

造に関する成果が得られている．根小屋では，

40 万年前に噴出した TE5a テフラ（町田・新井，

2003）が，断層上盤側の丘陵の露頭と，断層下

盤側のボーリングのコアから認められ，両地点

のテフラ検出高度には約 90ｍの高度差がある

（水野ほか，2000）．この高度差は深谷断層の

活動によって生じたと考え，平均垂直変位量を

おおよそ 0.2ｍ /千年と見積もっている（水野ほ

か，2000，図 1）．また，群列ボーリング調査

の結果から約 4 万年以後に複数回の断層活動が

あり，最新活動時期は約 1,900～6,50014C yBP
の間の可能性があることが示されている（水野

ほか，2001）．普済寺地点では，群列ボーリン

グ調査の結果から，約 2～4 万年前の礫層が変

形していることを明らかにし，より上位の

17,000 年前や 5,500～6,100 年前の砂礫層も変

形している可能性があることを指摘した（水野
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図 3 地震調査研究推進本部地震調査委員会（2005）が認定した関東平野北西縁断層帯の断層位置 

地震調査研究推進本部地震調査委員会（2005）より引用．赤四角は調査図郭． 

ほか，2002）．  
これらの調査結果に基づき，地震調査研究推

進本部地震調査委員会（2005）は，南部の綾瀬

川断層と深谷断層を含めた関東平野北西部に位

置する北西 -南東走向の活断層群を一つの主要

断層帯と判断し，「関東平野北西縁断層帯主部」

と「平井 -櫛挽断層帯」に区分して，それらの活

動性やそこから発生する地震の規模や発生確率

を評価した（図 3）．それによると，「関東平野

北西縁断層帯主部」は，長さが 82km に達する

長大な活断層であり，平均的な上下方向のずれ

の速度は 0.2～0.4ｍ／千年程度，最新活動時期

は約 6200 年前以後，約 2500 年前以前，平均活

動間隔は 13,000～3 万年程度とされている．断

層帯主部全体が１つの区間として活動した場合，

地震断層の長さと地震の規模の経験式からマグ

ニチュード 8.0 程度の地震が発生し，その際に

は南西側が北東側に対して相対的に 5～6ｍ程

度高まる段差や撓みが生じる可能性があること

を指摘している．  
また同時期には，都市圏活断層図「本庄・藤

岡」図幅（後藤ほか，2005）により，高崎市南

部まで 2 万 5 千分 1 地形図上に断層線が示され

ている．本図幅は，「本庄・藤岡」図幅から北部

の深谷断層の位置や性状を示すものである．  
現状では，変形した地層とその年代から断層

の活動時期を推定しているものの，トレンチ掘

削調査や露頭観察によって断層面や，断層に伴

う地層のずれが明確に報告された事例は，松田

ほか（1977）をのぞいてない．特に，最新活動

時期については 3,000～4,000 年弱の年代幅が

あり，今後最新活動時期や過去の活動時期の解

明は重要な課題といえる．  
 
３-２．磯部断層に関する従来の研究とその成果 

磯部断層は，松田（1975）によってはじめて

その存在が示された．松田（1975）では，2 段

の高さの異なる段丘面が断層線上で下流側（北

東側）が高くなっていること，高い段丘ほど断

層崖の高さが大きいことから累積性があること

を示した．その後，活断層研究会編（1980，1991）
では，長さ 8km，活動度 B～Ｃ級，北東側隆起

の活断層として認定している．Sugai(1997)は，

テフラ層序から碓氷川の段丘面の年代を求めた

上で，段丘面の垂直変位量から，この断層の平

均垂直変位速度を 0.03～0.04ｍ /千年程度と見

積もった．そのほか，「活断層詳細デジタルマッ

プ」（中田・今泉編，2002）では，磯部断層の

詳細な位置が示されている．  

 

４．地形地質概観 

４-１．地形概観 

本図幅地域では，西部から南部にかけて関東

山地から続く丘陵地，北部には榛名火山から南
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図 4 高崎周辺の鳥瞰図と活断層 

高崎市街地上空から西をみる．俯角は 25°高さを 4 倍に強調．5ｍ及び 10ｍメッシュ（標高）データを用い

て著者作成． 

～南東方向に延びる扇状地，東部には高崎台地

が広がり，丘陵地，火山麓扇状地，台地の地形

境界を烏川低地が細長く分布している（口絵 2，
図 4）．  

丘陵地は，碓氷川を境として，北側の秋間丘

陵，南側の岩野谷丘陵に区分される．秋間丘陵

は，深谷断層に沿って標高 300～500ｍの細長

い尾根が続き，それより西側では，標高 200～
300ｍの定高性のある山地が広がっている．岩

野谷丘陵は、山頂部の高度が揃った標高 180～
260ｍの山地で，全体として北東に高く南西に

低い（須貝，2000）．秋間丘陵の北縁から岩野

谷丘陵の東縁は，比較的滑らかなトレースで烏

川低地と接しており，丘陵縁基部に深谷断層が

存在している．  
榛名火山の火山麓扇状地は，面の開析度や高

度分布から榛名白川を境に二つに分けられる．

川より西の地域では，扇状地面は標高 150～600
ｍにあり，原面は残っているものの，適従谷に

よって 20～30ｍ程度深く刻まれている．一方，

川より東の地域では，西部の扇状地よりも約 30
ｍ低く，面上に 10ｍ以下の浅い適従谷が認めら

れるものの，堆積面は広く保存されている．二

つの扇状地面の成り立ちは，榛名火山の噴火史

と関連しており，榛名白川より西側の扇状地面

は，後述する古期火山扇状地堆積物，白川火砕

流堆積物の堆積面，川より東側の扇状地面は新

期火山扇状地堆積物の堆積面に相当する．  
高崎台地は，後述する前橋／高崎泥流堆積物

の堆積面であり，北部は，榛名白川より東部の

火山麓扇状地とスムーズに接する．いくつかの

大きな開析谷はあるものの，ほとんど平坦な地

形であり，西部の烏川低地とは約 10ｍの比高の

崖で接している．  
烏川は，高崎台地と岩野谷丘陵の間を流れて

狭い谷底平野を形成し，丘陵を開析する谷の出

口には小扇状地（沖積錐）が谷底平野の上に形

成されている．高崎市街地北部で烏川は支流の

碓氷川と合流する．それより上流の烏川は，お

およそ火山麓扇状地と秋間丘陵の境を流れ，狭

い谷底平野を形成する．一方，碓氷川は，秋間

丘陵と岩野谷丘陵の境を流れる．秋間丘陵や岩

野谷丘陵で最も高い主稜部を横切って西に流れ

ており，これらの丘陵が隆起する以前から流れ

ていた先行性河川と判断できる．岩野谷丘陵の

主稜部を越えると，碓氷川やその支流の九十九

川沿いには，高さの異なる河成段丘群が広く発

達している．これらの河成段丘群は，サイクリ

ックな気候変化に伴う砂礫供給量の変化によっ

て形成されてきたと考えられている（須貝，

1992）．  
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図 5 高崎周辺の地質概観と活断層 

下司・竹内（2012）および，群馬県地質図作成委員会（1999）をもとに著者作成． 

 
４-２．地質概観 

本図幅地域の地質は，1）丘陵を構成する堆

積岩・火山岩類からなる中部中新統～下部更新

統，2）前期更新世以降の榛名山起源の火山性

堆積物，3）烏川左岸の台地を構成する前橋／

高崎泥流堆積物，4）段丘堆積物に大きく区分

できる（図 5，6）．これらの地層は，活断層の

長期の変動様式を認定するための重要な指標と

なる．  
 
４-２-１．中部中新統～下部更新統 

この地層は，下位から庭谷層・原市層・板鼻

層からなる上部～中部中新統の安中層群（高

橋・林，2004）と，上部中新統～下部更新統の

火山岩類からなる秋間層（秋間団体研究グルー

プ，1971）に分けられる．  
庭谷層はシルト～砂岩，原市層は主にシルト

岩，板鼻層は，下部ではシルト岩や礫を含む砂

岩，上部では砂岩や凝灰岩を挟む礫岩からなる

（高橋，2008）．地層中の底生有孔虫化石から，

原市層の堆積環境はやや深海であったとされ

（金子・野村，1998），板鼻層の堆積環境は，

化石や堆積層に基づくと，浅い海から三角州，

河川域へと変化したことが明らかにされている

（下司・竹内，2012）．有孔虫化石の年代や凝

灰岩の放射年代から庭谷層が約 1600 万年前，

原市層が 1500～1100 万年前，板鼻層が 1100～
800 万年前とされ，東に向かって年代が若くな

っている．安中層群は，北北東に向かって一様

に 10～20°傾斜するが，深谷断層近傍では 40°
以上と急傾斜となり，深谷断層の影響を受けて

いるとみられる．  
秋間層は，板鼻層と緩やかな傾斜不整合で接

し，約 10°北および北東方向へ傾斜する厚さ約

1000ｍの凝灰質砂岩～凝灰角礫岩であり，近隣

の成層火山の噴出物が堆積した火山麓扇状地や

その周辺の水域の地層である（下司・竹内，

2012）．堆積年代は，秋間層下部では，後期中

新世から鮮新世にあたる約 660～410 万年前，

上部では，前期更新世の 240～90 万年前である

（下司・竹内，2012）．  
地質図をみると，深谷断層が，おおよそ中部

中新統～下部更新統の北東～東端となっている

が，実際には，断層東側の地下（榛名火山や台

地の下）にもこれらの地層は連続している．例

えば，高崎市根小屋では，深谷断層よりも東側

のボーリング調査で，中新統の地層が地表下

130ｍで認められている（須貝ほか，2000）．   
 

8



図 6 高崎周辺の地質鳥瞰図と活断層 

凡例は図 5 と同じ．地質情報は下司・竹内（2012）および，群馬県地質図作成委員会（1999）による．5

ｍ及び 10ｍメッシュ（標高）データを用いて著者作成． 

４-２-２．榛名山起源の火山性堆積物 

榛名火山は，中期更新世の約 50 万年前から

活動を開始し，約 24 万年前まで活動したと考

えられる（下司・竹内，2012）．その後，約 20
万年間の活動休止期を挟み，後期更新世の約 5
万年前から再び活動を開始している．約 50～24
万年前の火山と古期榛名火山と呼び，約 5 万年

以降の火山を新期榛名火山と呼ぶ．地質図では，

中期更新世の野殿層，古期火山扇状地堆積物の

各地層が，古期榛名火山の活動に伴うものであ

り，白川火砕流堆積物・新期火山扇状地堆積物

が，新期榛名火山の活動に伴うものである．  
野殿層は，主に泥流堆積物からなり岩野谷丘

陵北部や板鼻の近くに点在する．岩野谷丘陵に

認められる野殿層は，標高 200‐270ｍの起伏

の緩やかな地形面を形成している．一方，深谷

断層近傍でも標高 100ｍ付近で局地的に認めら

れ，この高度差は深谷断層の活動の影響による

とみられる．野殿層の中部に含まれるテフラか

ら，約 43 万年前のフィッショントラック年代

が得られている（野村・矢口，1993）．  
古期火山扇状地堆積物は，安山岩質の火砕流

堆積物や土石流堆積物からなる（下司・竹内，

2012）．本層を覆うローム層中には阿蘇 1 テフ

ラ（25～27 万年前，町田・新井，2003），阿多

鳥浜テフラに対比できるテフラが挟まっている

ことから（竹本ほか，1987；矢口，1999），そ

れより古い時代の地層といえる．  
新期榛名火山の噴火による白川火砕流堆積

物は，榛名カルデラから噴出した，谷沿いでは

厚さ 30ｍ以上の無層理の軽石流火山砂礫層で

ある（新井，1962）．堆積年代は，広域テフラ

との層序関係から約 5 万年前と推定される（下

司・竹内，2012）．  
新期榛名火山扇状地堆積物は，榛名山の主に

東 -南東山麓に発達し，この堆積物中には，総社

砂層（早田，1990）や総社ラハール堆積物（新

井・矢口，1994）なども含まれる．白川火砕流

堆積物の上位に発達することから，約 5 万年か

ら現在までにいたる地層である．  
 
４-２-３．前橋／高崎泥流堆積物 

前橋泥流堆積物は，約 2 万 3000～4000 年前，

浅間火山の黒斑山が崩壊して岩屑なだれが生じ，

火山北麓の流れは吾妻川から利根川を通り，前

橋から高崎まで広い範囲に堆積したものである

（新井，1967；早川，1991）．現在でも，高崎

市中心部の聖石橋から烏川の中州にある前橋泥
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図 7 インデックスマップ 
図 7 インデックスマップ 

流堆積物の巨大な岩塊をみることができる．高

崎市街地での前橋泥流堆積物の層厚は 15ｍ程

度である（吉田，2004）．また，前橋泥流堆積

物の上位には，高崎泥流堆積物（新井ほか，1993）
あるいは井野川泥流堆積物（早田，1990）と呼

ばれる泥流堆積物が認められている．発生源な

どの詳細は不明であるが，高崎市街地がのる台

地上では，この泥流堆積物が前橋泥流堆積物の

上位に約 5ｍの厚さで堆積している（吉田，

2004） . 
 
４-２-４．段丘堆積物 

段丘堆積物は，碓氷川沿いに広く発達してい

る．これらの段丘面は，高度の違いから 5 面（H，

I～IV 面）に区分されている（須貝，1992）．テ

フラ層序から H 面：30 万年前以前，I 面：25
万年前，II 面：15 万年前，III 面：5 万年前，

IV 面：1.3～1 万年前にそれぞれ離水したもの

とされている（須貝，1992）．  
 

５．本図幅で認定した活断層及び推定活断

層の解説 
本章では，本図幅に図示した活断層の変動地

形学的な特徴（断層の長さ，走向，変位様式な

ど）や，活断層を認定した根拠について，深谷

断層，磯部断層，鼻高地区の推定活断層群の順

に述べる（図 7）．  
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図 8 岩野谷丘陵東縁の活断層図 

反射法地震探査の測線上の数字は，断面の地表位置

を表す CMP 番号． 

図 9 岩野谷丘陵東縁の深谷断層の写真 

赤線は深谷断層のおおよその位置．矢印は秋間丘陵北縁に沿う断層の位置．丘陵頂部の平坦面は，

野殿層の堆積面．高崎市役所(位置は図 8 に示す)展望ロビーから西方を撮影．著者撮影． 

５-１．深谷断層 

本図幅の深谷断層は，連続性・走向の点から

大きく３つに分けられる．南部から 1）「本庄・

藤岡」図幅より続く岩野谷丘陵東縁基部に沿う

根小屋から乗附までの北西 -南東走向の断層線，

2）秋間丘陵・若田台地の北縁基部の上豊岡か

ら上里見までの東北東 -西南西走向の断層線，3）
中里見周辺に認められる北北東 -南南西走向の

断層線である．以下，断層線ごとに解説を行う

が，2）の上豊岡から上里見までの断層線は連

続するものの，断層線が長いため，便宜上，若

田台地北縁と秋間丘陵北縁にわけて解説する．  
 
５-１-１．岩野谷丘陵東縁 

高崎市根小屋から乗附までの断層は，岩野谷

丘陵東縁の基部に沿って認められ，北西−南東走

向，南西側が隆起しており（図 8,9,10），南西

傾斜の断層面をもつ逆断層が想定される．  
丘陵東縁は，烏川の流向と平行であるため烏

川の側方浸食を受けており，明確に断層位置が

特定できる地点は限られる．ただし，根小屋駅

近くの Loc.1 では，岩野谷丘陵を開析する谷の

出口に形成される小扇状地の扇央上に直線的な

断層崖が認められる．根小屋周辺では，杉山ほ

か（2000）により，反射法地震探査が行われて

いる（図 1 参照）．断層線は，測線の CMP 番号

の 200 付近であるが，探査結果もこのあたりを

境として，南西側では急傾斜な地層，北東側で

は水平～緩傾斜な地層に変わっている．したが

って，地下構造と地表での断層位置は，おおむ

ね整合しているといえよう．  
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図 10 岩野谷丘陵東縁の深谷断層の写真 2 

赤線は深谷断層のおおよその位置．高崎市役所(位置は図 8 に示す)展望ロビーから南方を撮

影．著者撮影． 

図 11 若田台地北縁の活断層図 

図 12 若田台地北縁の変位地形を横断する地形断面図 

a-a’,b-b’断面は 5ｍメッシュ（標高）データ，c-c’

断面は 10ｍメッシュ（標高）データより作成．測線は

図 11 に示す．著者作成． 

根小屋より東の断層線は，都市圏活断層図

「藤岡・本庄」（後藤ほか，2005）で示されて

おり，深谷市までほぼ連続している．一方，丘

陵の北東端にあたる乗附より北については，断

層変位を示す地形は認められなかった．  
 

５-１-２．若田台地北縁 

下里見から剣崎までの若田台地（高位段丘面

および白川火砕流堆積面）北縁と烏川低地の間

は，西北西 -東南東走向の直線的な崖で画されて

いる（図 11）．この崖の直接の成因は，烏川の

流向と平行することから，烏川の側方浸食と考

えられる．ただし，いくつかの地点で，逆断層

の上盤側で普遍的に生じる撓曲変形が認められ

ることから，活断層はこの浸食崖より北部を通

過していると推定した．b‐b’断面（5ｍメッシ

ュ（標高）データより作成）では高位段丘面が，

c‐c’断面（10ｍメッシュ（標高）データより作

成）では白川火砕流堆積物が，それぞれ北に向

かって撓んでいる構造が認められる（図 12）．  
剣崎から上豊岡には低位段丘面が認められ

るが，段丘面の北半分は，北～北東に向かって

傾斜がやや増しており，断層によって変形を受

けた痕跡の可能性がある（5ｍメッシュ（標高）

データより作成した a‐a’断面）．低位段丘面の

変形も，若田台地北縁の変形と同様に，逆断層

における断層上盤側の変形としてみなせる．以

上のことから，地表における断層線の位置は不

明確ではあるが，西北西 -東南東走向，西南西傾

斜の断層面をもつ低角な逆断層が想定される．  
断層の東延長については，烏川左岸の低位段

丘上には明瞭な断層変位地形は認められない．

ただし，空中写真判読によれば，この断層線の

延長にあたる高崎台地上で，推定活断層で示し

た線より北側（上流側）がやや低くなっている
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図 13 秋間丘陵北縁の活断層図 

反射法地震探査の測線上の数字は，断面の地表位置

を表す CMP 番号． 

図 14 秋間丘陵北縁の深谷断層の写真 1 

併走する２本の断層線の内，南西側の断層線を赤で示す．北東側の断層線は，手前にある白川火砕流堆積面が

あるため見えない．撮影位置は図 13 に示す．著者撮影． 

ようにもみえる．しかし，この構造は断層活動

に起因するものか，あるいは，単なる河川の浸

食崖である可能性もある．成因を特定すること

は地形判読だけでは難しく，現段階では推定活

断層としておく．また，図郭外になるが，推定

活断層の東延長には，高崎台地が北東へ緩やか

に傾斜している部分も認められる．この地形は，

活断層の活動に伴う活構造である可能性もある

が，台地を開析する谷の浸食崖である可能性も

十分に考えられる．今後，これらの地形の成因

を解明するためには，高崎台地の地下構造を詳

細に検討することが求められる．  
 

５-１-３．秋間丘陵北縁 

秋間丘陵北縁では，北西−南東走向に平行す

る 2～4 本の断層線が認められる（図 13，14，
15）．北東側の断層線は，下里見周辺で南東に

開く 2 本に分岐し，一方は若田台地北縁に沿っ  
て，他方は，秋間丘陵の東麓沿いに沿って板鼻

まで認められる．南西側の断層線は，北東側の

断層線より 250‐300ｍ離れて，下里見から上

里見まで連続的に認められる．これらの断層線

は，おおよそ南西側隆起の傾向を示し，高位段

丘面上に撓曲崖や断層崖が存在することから活

断層と認定した．  
10ｍメッシュ DEM データから作成した e‐

e’， f‐ f ’断面では，高位段丘面上に 2.8～6.6ｍ
の垂直変位が認められる（図 16）．ただし，秋

間丘陵北縁の高位段丘面は，平坦な部分がほと

んどなく，烏川に向かって傾斜した地形面をな

しており，段丘面全体が撓曲変形を受けている

可能性もあり，その場合には垂直変位量はさら

に大きくなる．  
上里見～中里見では，杉山ほか（2000）によ

り，反射法地震探査が行われている（図２参照）．

大局的に探査結果をみると，北へ傾斜した地層

は，CMP 番号の 550 から 350 までであり，そ

れより北側ではほぼ水平となっている．また

CMP 番号 550 より南側では緩い北への傾斜あ

るいは上方へ膨らんでいる構造にもみえる．こ

こで，断層線の位置をみると，北東側と南西側

の断層線は，それぞれ測線の CMP 番号の 450
付近と 600 付近にあたる．北東側の断層線およ

び変位の向きと，その直下の探査断面の地層の

層理面とは調和的であるが，急傾斜の地層がさ

らに北にも認められることから，別の断層線が

北側にある可能性もある．一方，南西側の断層

線および変位の向きと，その直下の探査断面の

地層の層理面とは関連が認められない．  
d‐d’断面（図 16）では，北東側の断層線を

境に，下流側（南東側）の白川火砕流堆積面が

約 7.0ｍ高くなっており，この高低差は断層変

位によるものと考えられる．  
以上の変位地形の特徴からは，秋間丘陵北縁

沿いの活断層は，南西傾斜の断層面をもつ逆断

層と推定される．横ずれ変位については不明で

ある．  
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図 16 秋間丘陵北縁の活断層を横断する地形断面図 

断面は 10ｍメッシュ（標高）データより作成．測線は

図 13 に示す． 

図 15 秋間丘陵北縁の深谷断層の写真 2 

併走する２本の断層線を赤で示す．北東側(手前側)の断層線より背後の梅林付近は撓曲変形してい

る．高位置撮影装置により 5ｍ上から撮影．撮影位置は図 13 に示す．著者撮影． 

図 17 中里見地区周辺の活断層図 

反射法地震探査の測線上の数字は，断面の地表位

置を表す CMP 番号． 

５-１-４．中里見地区周辺 

中里見地区周辺では，秋間丘陵北縁の断層線

に対してほぼ直交する北北東 -南南西走向，長さ

約 2.5km，北北西側隆起の断層が認められる（図

17）．約 5 万年前に噴出した白川火砕流堆積物

の堆積面上に，断層崖や撓曲崖があることを指

標に活断層と認定した．10ｍメッシュ DEM デ

ータから撓曲崖を横切る g‐g’断面（図 18）を

作成すると，約 25.6ｍの垂直変位が確認できる．

この値は，白川火砕流堆積物堆積以降にあたる

5 万年間の累積垂直変位量の可能性が高い．断

層線が等高線に沿って湾曲していることや撓曲
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図 18 中里見地区周辺の活断層を横断する 

地形断面図 

断面は 10ｍメッシュ（標高）データより作成．測

線は図 17 に示す．著者作成． 

図 19 磯部断層の活断層図 

図 20 磯部断層の逆向き断層崖 

崖の高度差は約 6ｍ．高位置撮影装置により高さ 5ｍ上から，北東にむかって撮影．撮影位

置は図 19 に示す．著者撮影． 

変形が認められることから，北北西傾斜の断層

面をもつ逆断層と推定される．  
断層線の南部は烏川左岸まで確認できるも

のの，それより南の延長となる烏川右岸につい

ては不明である．ただし，上里見から風見にか

けての烏川右岸には，幅 2km にも及ぶ巨大な地

すべりが存在する．深谷断層の走向が著しく変

化する地点にこの地すべりが存在することは，

この地すべりと断層運動には密接な関連がある

と推定される．断層線の北部は，古期榛名山扇

状地堆積物面と白川火砕流堆積物の境界付近を

通るものと推定される．それより北延長につい

ては明確な断層変位地形は確認できなかった．  
 

５-２．磯部断層 

本断層は，碓氷川の流路方向に対してほぼ直

交する北西 -南東走向，長さ約 4.3km，北東側隆

起の断層である（図 19，20）．活断層である地

形学的な証拠としては，過去の碓氷川の河床で

ある河成段丘面上に断層崖があることである．

図 19 の A 面，B 面，C 面は，碓氷川の段丘面

であり，いずれの段丘面も碓氷川の河床勾配と

同じく南西から北東に向かって低くなっている．

A 面が最も高く，B，C 面の順に低くなり，高

い段丘ほど古いので，これら 3 面の中では A 面

が一番古く，C 面が最も新しい．なお，A 面は

Sugai(1997)の H 面（約 30 万年前以前），B 面
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図 21 鼻高地区の推定活断層図  

図 22 鼻高地区の推定活断層を横断する地形断面図 

断面は 10m メッシュ（標高）データより作成．測線は図 21 に示す．著者作成． 

は Sugai(1997)の I 面 (約 25 万年前 )，C 面は

Sugai(1997)の II 面（約 15 万年前）と III 面（約

5 万年前）におおよそ対比される．  
本断層がこれらの段丘面を横切る地点では，

断層の北東側がいずれも高くなっている．この

ことは，段丘面の勾配とは逆向きに下流側が高

くなっていることを意味し，この崖の成因を河

川の働きでは説明することは難しく，活断層に

よる変形が想定される．Sugai(1997)の断面測

量によると，B 面の垂直変位量は 9.1m，C 面の

それは 6.2ｍとなっている．これは，古い段丘

面ほど変形量が大きいことを示し，この断層線

上で繰り返し断層変位が生じていることを意味

する．  
なお，本断層では，横ずれ変位に関する積極

的な地形学的な証拠は認められなかったが，本

断層の断層線が直線的であることから，横ずれ

変位をもつ可能性もある．  
磯部断層の北端付近から約 500ｍ西には，北

西 -南東走向，東側低下の直線的な崖が，九十九

川を越えて約 1.7km 続いており，推定活断層と

した．  
 

５-３．鼻高地区の推定活断層群 

鼻高地区には，碓氷川の河床から約 170～
190ｍ高い位置に小起伏の地形面（図では高位

段丘面）があり，野殿層の堆積面と見られる（図

21）．この地形面を横切る北東 -南西走向の 3 本

の線状構造（リニアメント）が認められる．リ

ニアメント上では，リニアメントの走向に平行

する細長い窪地が形成され，リニアメントの南

西側の地形面がやや高くなっている (図 22)．最

も北東のものから南西に向かって，リニアメン

トの長さは，それぞれ約 750ｍ，1.75km，2km
である．野殿層の形成年代が約 43 万年前と古

いことや，変位が明瞭ではないことから，推定

活断層とした．なお，野殿層は，榛名山側から

流れてきたとされているものの，現在では，逆

向きの北傾斜となっており，これは深谷断層の

長期の断層運動の影響を受けた結果とみられる． 
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７．使用空中写真・地形図および作成委員会 
１）使用空中写真・地形図 

a．空中写真 
米軍 4 万：M406，M407，M626-B 
米軍 1 万：R1847-A，R256-No1 
国土地理院 2 万：KT-64-7X 
国土地理院 1 万（カラー）：CKT-74-18，CKT-75-12 

b．地形図 
1/2.5 万地形図 
「高崎」：渋川，前橋，高崎，伊香保，下室田，榛名湖，三ノ倉，富岡，松井田 

 

２）全国活断層帯情報整備検討委員会 

a．委員会の開催 
第 1 回委員会 平成 24 年 8 月 31 日（金） ダイヤ八重洲口ビル あすか会議室 
第 2 回委員会 平成 24 年 12 月 14 日（金） ダイヤ八重洲口ビル あすか会議室 
第 3 回委員会 平成 25 年 2 月 22 日（金） ダイヤ八重洲口ビル あすか会議室 

b．「関東平野北西縁断層帯とその周辺」の作成委員（平成 24 年度） 

 c．国土地理院  
防災地理課長 関崎 憲一 
課長補佐   倉田 一郎 
技術専門員  小野  康・尾崎 豊彦 
専門職    岩橋 純子 
係長     湯本 景一 

 
連絡先 

国土地理院応用地理部防災地理課 
〒305-0811 茨城県つくば市北郷１番 
電話：029(864)1111（代表） 

 
この解説書を引用する場合の記載例 

熊原康博（2013）：1:25,000 都市圏活断層図関東平野北西縁断層帯とその周辺「高崎」解説書．国土地理院技

術資料 D1－No.644，19p． 
 

図 名 氏 名 所      属 

高崎 ○熊原康博 群馬大学教育学部准教授 

石村大輔 千葉大学大学院理学研究科特任研究員 

石山達也 東京大学地震研究所地震予知研究センター助教 

岡田篤正 立命館大学グローバル・イノベーション研究機構教授 

宮内崇裕 千葉大学大学院理学研究科教授 

○全体のとりまとめを担当した委員 
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